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流星の分類

流星の種別
 群流星 流星群に属する流星
 散在流星 特定の流星群に属さない流星

火球（Fireball) 
 流星の中でも特に明るいもの

ー４等程度の金星が目安
 明確な定義はない
 群、散在どちらも
隕石の落下を伴うような流星現象も火球と
呼ぶ：衝撃波や音を発するものも存在



火球になる流星体の質量
(V=35km/s)

流星の絶対等級 質量（ｇ） 観測手段

ー１０ １００００ 火球

ー５ １００ 肉眼、写真

０ １ 写真、ビデオ

＋５ ０．０１ ビデオ、radar

＋１０ ０．０００１ 望遠鏡、radar



火球になる流星体のサイズ
(ρ=１ｇ/cc)

流星の絶対等級 サイズ（ｃｍ） 観測手段

ー１０ １３．６ 火球

ー５ ２．９ 肉眼、写真

０ ０．６３ 写真、ビデオ

＋５ ０．１４ ビデオ、radar

＋１０ ０．０３ 望遠鏡、radar



火球クラスの小天体は

地球接近型小惑星よりも小さいサイズ

地上からの天体観測で検知不可能

通常の流星に比較すると大きいサイズ

 ダストカウンターでは捉えられない

数が尐なく、観測例も尐ない

したがって、データが尐なく、ＦＬＵＸがよく
わかっていない

ーー＞ 長期のデータ蓄積が必要



流星体
FLUX

ところどころ不連
続がある？



夜天光観測施設の全天カメラ
もともと天候モニターとして

Nikon F＋魚眼（Nikkor F/2.8 f=8mm)



夜天光観測施設の全天カメラ

In2O3 コーティング

電流を流して保温、結露防止



夜天光観測施設の全天カメラ

Fuji SSS (Neopan ASA-400) 100 feet  750 

コマ撮影 露光１hr 約一月ごとに現像・交換





全天カメラで捉えた火球

１９７７－１９９０

32254 コマをチェック

8900 コマ分（＝８９００時間）

７４２個

明るさは ＜ 約１等



写真光度の実光度への換算

流星の写真光度を、同視野中の恒星と比較
して推定

流星の光度は、一般に恒星よりも低い

カメラを平均角速度で回転させ、既知の天
体が何等に写るかを検証して換算表を作成



火球の明るさ分布



火球の出現頻度の季節変化

８月、１１ー１２月に多い傾向

Perseids, Taurids, Geminids



Seasonal variation of the observed fireballs.  The  marks of circle are number 

of  observed  fireballs.  The marks of square are corrected number by the 

weather factor. The marks of  lozenge are weather factor(%) .
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流星群の突発出現

いくつかの流星群の突発出現が捉えられ
ている

 Lyrids on April 22 in 1980.

 Ursides on December 22 in 1981.

 Virginids on April 15 in 1982.

 Taurids on November  in 1988.

 Geminids on 14 December in 1988.



1988年12月14日ふたご座流星群



データ集を出版



今後

データアーカイブを用いてより詳細な物理量
の導出

火球クラスサイズのFLUXの統計的な決定

既存の流星群の火球クラスの質量分布・空
間分布の決定

流星群突発出現のダスト・トレイル理論によ
るモデル化


